
都市計画大和町妙興寺地区計画を次のように決定する。

土地利用の方針

地区施設の整備の方針

建築物等の整備の方針

幅員 延長 配置

　約6.0ｍ 約138ｍ

　約6.0ｍ 約54ｍ

　約6.0ｍ 約83ｍ

　約6.7ｍ 約62ｍ

配置

計画図表示
のとおり

面積・長さ 容量 配置

約0.1ha 約1,246 
計画図表示
のとおり

　周辺環境に配慮すると共に、地区内の道路、公園、調整
池を計画的に整備し、これらの施設の維持、保全を図る。

　建築物等の用途の制限、建築物等の高さの最高限度、建
築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限、垣又はさくの
構造の制限、建築物の敷地面積の最低限度、壁面の位置の
制限を定めることにより、ゆとりある住居環境を形成す
る。

面積

約0.03ha

尾張都市計画地区計画の決定（一宮市決定）

名 称 大和町妙興寺地区計画

位 置 一宮市大和町妙興寺の一部

面 積 約１．１ha

地区計画の目標

　本地区は、当市の南部に位置し、名古屋鉄道妙興寺駅の
徒歩圏にある交通利便性に優れた地区である。
　本計画は、良好な環境と景観の保全を図りながら、公共
交通を軸とした利便性の高い居住環境の形成を図ることを
目標とする。

　公共交通を軸とした利便性を活かし、住宅を中心と
した良好な居住環境の形成を図る。
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２００㎡

　　次の各号に掲げる建築物以外の建築物は、建築しては
　ならない。
　１．住宅
　２．住宅で事務所、店舗、その他これらに類する用途を
　　　兼ねるもののうち建築基準法施行令(昭和２５年政令
　　　第３３８号。以下「政令」という。)第１３０条の３
　　　で定めるもの
　３．前各号の建築物に附属するもの(政令第１３０条の５
　　　で定めるものを除く。)

建築物等の高さの最高
限度

　　建築物等の各部分の高さは、次に掲げるもの以下とす
　る。
　１．１２ｍ
　２．当該部分から前面道路の反対側の境界線又は隣地境
　　　界線までの真北方向の水平距離に１．２５を乗じて
　　　得たものに５ｍを加えたものを超えてはならない。

建築物等の形態又は色
彩その他の意匠の制限

垣又はさくの構造の制
限

　　建築物の外壁及び屋根の色彩は、一宮市景観計画に基づ
　く景観形成基準を遵守し、周囲の環境と調和した色調とす
　る。

　　道路境界線から１ｍ未満の距離に存ずる垣又はさくの構
　造は、生垣又はフェンスその他透視性のある鉄さく等（基
　礎を有する場合にあっては基礎の高さ（敷地地盤面からの
　高さをいう。）が０．６ｍ以下のものに限る。）としなけ
　ればならない。ただし、門塀にあっては、当該部分の道路
　からの見附面積の合計が５㎡以下のものはこの限りではな
　い。

建築物の敷地面積の最
低限度

備 考

「区域及び地区施設の配置は計画図表示のとおり」

壁面の位置の制限

　建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から道路境界線及
び敷地境界線までの距離は１．０ｍ以上とする。ただし、
次の各号のいずれかに該当するものはこの限りではない。
１．物置、車庫、その他これらに類する用途に供する建築
    物で、その軒の高さが２．５ｍ以下で、かつ後退距離
    の限度に満たない距離にある床面積の合計が５㎡以内
    であるもの。
２．地下が設けられている建築物の地下部分
３．建築物の附属部分等で、出窓、ベランダ、バルコ
　　ニー、テラス、屋外階段その他これらに類するもの。
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理由

　公共交通を軸とした利便性の高い居住環境の形成を図るために地区計画を定めるもの。


